


























































































































回答の信頼性は「話す」 ＝.93 「聞く」 ＝.93 である。
3.2 調査対象・期間
調査対象は、韓国のＤ大学で日本語を専攻する学習者である。人数は 57名















































































第因子は 10 項目で「日本の若い歌手が好きだから（ex. 嵐、NEWS な
ど）」「日本に旅行したいから」など、日本の文化を知りたいという内容の項目
から「目標言語の文化的動機」と命名した。



































































































































機」（r ＝.97, p＜.05）、「9．異文化に対する態度」（r ＝.96, p＜.05）との相関
が有意であった。また、「1．競争的達成動機」は「12．Can-do 聞く」（r ＝.
95, p＜.05）と相関が有意であった。さらに、「3．目標言語の道具的な動機」
























































の不安」（r ＝−.52, p＜.05）、「9．異文化に対する態度」（r=− .53, p＜.05）
とそれぞれ有意な相関が見られた。つぎに「1．競争的達成動機」は「5．発話












































































































































































































































































































人日本語学習者を対象に―」『日本語教育研究』第 24輯 pp.213-225 韓
国日本語教育学会
Elaine K. Horwitz, Michael, Michael B. Horwitz, Joann Cope (1986). Foreign
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